
　

市
商
工
会
・
青
年
部
・
女
性
部
の
設
立
10
周
年
記
念
式
典
が
4
月
18
日
、
松
の

館
で
行
わ
れ
、
会
員
ら
約
2
0
0
人
が
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
宮
本
純
一
商
工
会
長
が
「
次
世
代
を
担
う
若
者
が
高
い
理
想
と
大
き

な
夢
を
抱
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
1
年
1
年
歩
み
を

重
ね
て
い
き
た
い
」と
式
辞
。
福
島
市
長
の
祝
辞
に
続
き
、山
本
清
秋
市
議
会
議
長

の
音
頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
歴
代
の
会
長
や
役
員
な
ど
功
労
者
78
人
に
表
彰
状
、
1
団
体

に
感
謝
状
を
授
与
。
特
別
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
森
田
町
の
乳
井
章
男
さ
ん
は

「
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
栄
光
を
励
み
に
さ
ら
に
商
工
業
発
展
に
尽
力
し

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

節目を祝い発展を祈願 市商工会設立10周年記念式典

特別功労者表彰の乳井さん（右） さらなる発展を誓う万歳三唱

商工会・青年部・女性部の歩み
商　　工　　会

平
成
17
年

（
4
月
1
日
）つ
が
る
市
商
工
会
設
立
（
旧
1
町
4
村
の
商
工
会
合

併
）、
初
代
会
長
に
蝦
名
鐡
之
助
氏
選
任

（
5
月
23
日
）第
1
回
通
常
総
代
会
に
て
野
呂
充
志
氏
会
長
に
選
任

商
工
会
等
振
興
調
査
事
業
「
つ
が
る
市
商
工
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事

業
」、つ
が
る
市
合
併
記
念
「
10
％
お
ま
け
付
商
品
券
発
行
事
業
」

平
成
18
年

創
業
人
材
育
成
事
業
・
経
営
革
新
塾
（
全
国
連
）

平
成
19
年

森
田
支
所
、
柏
支
所
、
稲
垣
支
所
の
本
所
統
合
、
商
工
会
等
合
併
・

組
織
強
化
事
業
、
地
域
振
興
調
査
事
業
、
創
業
人
材
育
成
事
業
、

小
規
模
事
業
者
新
事
業
全
国
展
開
支
援
事
業

平
成
20
年

臨
時
総
代
会
に
て
宮
本
純
一
氏
会
長
に
選
任
、
む
つ
小
川
原
財
団

支
援
事
業「
朝
市
」開
催
、
経
営
革
新
塾
一
般
コ
ー
ス
・
農
商
工
連

携
コ
ー
ス
開
催
、
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
利
子
補
給
事
業

平
成
21
年

市
街
地
に
ぎ
わ
い
・
支
え
あ
い
事
業
（
朝
市
・
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
、

市
民
ネ
ブ
タ
）、
ま
ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
整
備
事
業
（
街
の
駅

あ
る
び
ょ
ん
オ
ー
プ
ン
）、
創
業
革
新
塾
・
試
行
的
創
業
塾
開
催

平
成
22
年

創
業
塾
開
催
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
委
託
事
業

平
成
23
年

宮
本
純
一
氏
会
長
再
任
、
つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ
事
業
ス

タ
ー
ト

平
成
24
年

宮
本
純
一
氏
会
長
再
任
、
特
産
品
販
路
開
拓
推
進
事
業
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業

平
成
25
年

「
つ
が
る
市
食
と
産
業
ま
つ
り
」
開
催
、
特
産
品
販
路
開
拓
推
進

事
業
「
葛
飾
区
産
業
フ
ェ
ア
」
出
店
、
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善

資
金
利
子
補
給
事
業

青　　年　　部
平
成
17
年
〜

森
田
養
護
学
校
運
動
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
協
力
事
業
（
平
成
17
〜
25

年
）

平
成
18
年
〜

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
（
平
成
18
〜
25
年
）

平
成
22
年

ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
受
賞

平
成
23
年

東
日
本
大
震
災
被
災
地
（
岩
手
県
山
田
町
）
に
て
ネ
ブ
タ
運
行
な

ら
び
に
支
援
物
資
提
供

平
成
24
年

山
田
町
大
浦
小
学
校
で
ネ
ブ
タ
囃
子
披
露
、
商
工
会
青
年
部
全
国

組
織
化
45
周
年
記
念
式
典
に
て
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表「
地

域
づ
く
り
部
門
」
顕
彰
受
賞

平
成
25
年

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
被
災
地
支
援
の
感
謝
状
受
賞
、
山
田
町
大
浦

小
学
校
で
金
魚
ね
ぶ
た
筆
入
れ
体
験
事
業

女 性 部
平
成
17
年
〜

商
店
街
の
清
掃
奉
仕
活
動
（
平
成
17
〜
25
年
）、
つ
が
る
市
社
会

福
祉
大
会
協
力
事
業
（
平
成
17
〜
25
年
）、
市
内
各
老
人
ホ
ー
ム

等
の
慰
問
（
平
成
17
〜
23
年
）、
接
客
マ
ナ
ー
経
営
講
和
、
救
命

講
習
（
平
成
17
〜
25
年
）、
女
性
部
報
「
嬉
遊
笑
覧
」
年
2
回
発

行
（
平
成
17
〜
25
年
）

平
成
21
年
〜

早
朝
商
店
街
賑
わ
い
創
出
事
業
「
朝
市
」（
平
成
21
〜
25
年
）
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式辞を述べる宮本商工会長



　

つ
が
る
地
球
村
で
5
月
4
日
、「
2
0
1
4
つ
が
る
市
お

や
こ
ウ
ォ
ー
ク
in
地
球
村
」が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
親
子
連
れ
ら
約
6
5
0
人
が
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
3
キ
ロ
、
6
キ
ロ
、
10
キ
ロ
、
15
キ
ロ
の
4

つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ス
タ
ー
ト
。
思
い
思
い
に
新
緑
の

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
桜
舞
い
散
る
五
月
晴
れ
の
中
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
3
キ
ロ
に
挑
戦
し
た
川
田
晃

平
君
（
穂
波
小
）
は
「
疲
れ
た
け
ど
景
色
が
よ
く
て
楽
し

か
っ
た
。岩
木
山
が
き
れ
い
だ
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
よ
さ
こ
い
知
求
群
会
の
演
舞
や
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

形
式
で
カ
レ
ー
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
食
事
も
提
供
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
お
や
こ

ウ
ォ
ー
ク
は
今
回
で
11
回
目
。
実
行
委
員
長
の
今
淳
一
さ

ん
は
「
春
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
記

憶
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
内
容
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
続
け
て
い
き
た

い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

5
月
4
日
、
5
日
、
松
の
館
で
「
第
9
回
全
国
高
校
生
か

る
た
グ
ラ
ン
プ
リ
in
つ
が
る
市
」が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
高
校
生
が
、
緊
迫
感
漂
う
会
場
で
競
技
か
る
た
の

腕
前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
木
造
高
校
、
富
士
高
校
（
静
岡
県
）、
中
津

南
高
校
（
大
分
県
）
に
加
え
、
京
都
、
福
井
、
神
奈
川
、
福

島
、
宮
城
の
各
府
県
選
抜
の
8
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

競
技
は
1
チ
ー
ム
5
人
の
団
体
戦
で
、
す
べ
て
の
チ
ー
ム
総

当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
形
式
。
2
日
間
に
わ
た
る
熱
戦
の
結
果
、

福
井
県
選
抜
が
4
年
連
続
優
勝

を
果
た
し
、
木
造
高
校
は
7
位

の
成
績
で
し
た
。
部
長
の
一
戸

乃
理
子
さ
ん
は
「
試
合
は
負
け

て
し
ま
っ
た
け
ど
、
木
造
高
校

ら
し
い
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
出
せ

た
。
次
の
大
会
に
向
け
て
練
習

を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ウォーキングで自然を満喫

畳の上で熱戦を展開

2014おやこウォーク in 地球村

第 9回全国高校生かるたグランプリ

爽やかな気候に笑顔がこぼれます

景色を堪能しながらウォーキング景色を堪能しながらウォーキング

ゴールを喜ぶ子どもたち

４連覇を飾った福井県選抜

瞬時に札を取り合う参加選手 静かな会場に響く読手の歌
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　 5月19日、福島市長はじめ西北地域県民局、農協関係者らが
木造地区の水田を巡回して田植え農家を督励しました。
　督励は、売れる米づくりの推進のため、毎年田植えの時期に
行っており、この日、一行は下福原地区の長谷川孝悦さんと大畑
地区の高橋幸一さんの水田を訪問。16．7㌶にまっしぐらを作付
けする長谷川さんから「今年は苗がよく育ち、順調に作業が進
んでいる」との報告を受けると、福島市長は「農作業中のけが
や体調管理に気を付けて頑張ってください」と激励していまし
た。アイガモ農法にも取り組んでいる高橋さんの水田では、今後
の作業予定などについて談笑も交えながら話し合っていました。

　稲垣西小学校（佐々木真校長）は、子どもの読書活動推進の
優れた取り組みが認められ、本年度の文部科学大臣表彰を受賞
しました。
　 5月 1日、葛西教育長へ報告に訪れた佐々木校長は「身近な
ところに本を置く環境づくりが大事。読書好きの子どもたちが
育ったことを認められた」と受賞を喜んでいました。
　同校では児童の読書活動充実のため、平成18年度から校内体
制を整備し、読書まつりや図書委員会を中心とした多様な実践
活動を実施。また保護者や地域住民、県立図書館などの外部機
関、ボランティア団体と連携しながら読書活動の推進体制を構
築しています。

　つがる市長寿大学開講式が 5月20日、松の館で開催され、学
長の葛西教育長が各地区代表者に学生証を手渡し、学生を代表
して小山内兼一運営委員長が「日常生活に役立つ有意義な講義
や活動が盛りだくさんです。積極的に参加して生きがいを見い
だし、次回が待ち遠しくなるように皆さんで盛り上げましょう」
とあいさつしました。
　式終了後の第 1回学習会では、むがしっこを語る会「ゆきん
子」（春藤篤子代表）が津軽の昔ばなしやわらべ歌を披露。津軽
弁の愉快な話と懐かしい歌に会場は大いににぎわい、180人の
受講生が新しい知識習得と仲間づくりに意欲を高めていました。

　 5月11日、秋田市で開催された「第11回東日本選抜中学校相
撲大会」で木造中学校（古川郁生校長）が団体優勝、石岡弥輝
也君（同 3年）が個人の部で優勝を果たし、 5月15日、福島市
長へ報告に訪れました。
　大会には東北 6県から21校が出場。木造中は予選から順調に
勝ち進み、決勝で優勝候補筆頭の鰺ヶ沢中を 2対 1で下し、栄
冠に輝きました。決勝トーナメントを全勝で優勝に貢献した小
関拓道君（同 1年）は「先鋒としてチームの流れをつくる役割
を果たせた」と振り返り、個人、団体戦ともに優勝を飾った主
将の石岡君は「冬場のトレーニングの成果が出た。次は全国大
会目指してチームを引っ張っていきたい」と話していました。

品質の良い米づくりを品質の良い米づくりを

読書推進で文部科学大臣表彰読書推進で文部科学大臣表彰

東日本選抜中学校相撲大会で優勝東日本選抜中学校相撲大会で優勝

仲間と学ぶ楽しさ一生涯仲間と学ぶ楽しさ一生涯
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長谷川さんの田植え作業を見守る福島市長

受賞を喜ぶ佐々木校長（左）

葛西学長から学生証を受け取る受講生

（前列左から）澤田佑太君、鳴海篤郎君、小関拓道君、石岡弥輝也君



　春の安全・安心まちづくり推進大会が 4月21日、市商工会館
で開催され、防犯ボランティア団体や警察官ら約70人が、安心
して暮らせるまちづくりへ決意を新たにしました。
　大会では、防犯指導隊総隊長の手嶋成信さんが「安全で安心
して暮らせる地域社会の確立を目指し、住民や関係機関と連携
しながら活動に取り組みます」と決意表明。市ＪＵＭＰチーム
を代表して吉田海帆君（木造高）が「非行のない明るい社会づ
くりに貢献します」と宣言しました。
　大会終了後には、パトカーを先頭に自主防犯パトロール隊が
青色回転灯を装着した車両で市内を巡回し、防犯意識の向上を
呼び掛けました。

　牛潟町で 5月25日、伝統行事「虫送り」が行われ、牛潟小学
校児童と保護者ら約160人が参加し、五穀豊穣と無病息災を祈
願しました。
　虫送りは、後継者不足等で一時途絶えていましたが、昭和62
年頃、当時の牛潟小ＰＴＡ役員らの努力によって復活し、現在
では学校、ＰＴＡ、地域が一体となって開催されています。
　この日はトラックに乗せた 2体の虫を先頭に、殿様やお姫様
の仮装、赤いじゅばんなどを身に付けた児童や保護者が「サン
サンサンソーレ」と元気な掛け声とともに荒馬踊りや太刀振り
舞を披露し町内を練り歩きました。運行後、虫は集落の入口 2ヵ
所に祭られました。

　木造コミュニティ実行委員会（白戸英行会長）による「春の
ごみゼロ運動」が 5月10日、木造地区にて行われ、町内会や老
人クラブなど20団体約200人が地域の環境美化に精を出してい
ました。
　市役所前で行われた出発式では、白戸会長が「観光客の皆さ
んによい印象をもって楽しんでもらいたい。地域の清掃活動の
啓発になるよう力を合わせて頑張りましょう」とあいさつ。そ
の後各団体で道路脇や水路周辺の空き缶や紙くずなどのごみを
一つずつ丁寧に拾い集めました。参加者は「幹線道路沿いはす
ぐにごみが捨てられてしまう。きれいなまちにしたい」と話し
ていました。

　花を育てることを通じて「環境の美化」や「育てることの楽し
さと大切さ」を学んでもらおうと市農業士会（成田親哉会長）
が市内11小学校に地元で生産された1100鉢の花壇苗を贈りまし
た。
　 5月 9日、柏小学校（猪股義仁校長）で行われた贈呈式には
4年生50人が参加。農業士会の野呂修聖副会長と佐々木浩巳さ
んが児童代表に苗を手渡すと、澁谷憲信君は「きれいな花を咲
かせ続けられるよう頑張って管理します」とお礼の言葉を述べ
ました。その後、児童たちは正面玄関前の花壇にマリーゴール
ド、キンセンカ、サルビアなどの色鮮やかな苗を丁寧に植え付
けていました。

地域の安全は地域で守ります地域の安全は地域で守ります

五穀豊穣を願う虫送り五穀豊穣を願う虫送り

市農業士会が花壇苗を贈呈市農業士会が花壇苗を贈呈

ごみのないきれいなまちをごみのないきれいなまちを
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力強く決意宣言する吉田君

元気な荒馬踊りと太刀振り舞を披露

道路沿いのごみを拾い集める参加者

花壇に苗を植える児童たち


